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各     位 

 

会 社 名  ＳＷＣＣ株式会社 
代表者名  代表取締役 

ＣＥＯ 社長執行役員 小又 哲夫 
  （コード番号 5805 プライム市場） 

問合せ先  コーポレート・コミュニケーション部長  
松原 玲子 

  （TEL．044－223－0530） 

 

合弁会社（子会社）の合弁契約解消及び持分取得に関するお知らせ 

 

当社（以下「ＳＷＣＣ」）は、本日開催の取締役会において、2026年３月31日付けで古河電気工業株

式会社(以下「古河電工」)が保有するＳＦＣＣ株式会社(以下「ＳＦＣＣ」)の全持分を取得することで

合弁契約を解消し、同社を当社の完全子会社とすることを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．合弁契約解消の理由 

2020 年４月１日、昭和電線ホールディングス株式会社（以下「昭和電線ＨＤ」、現ＳＷＣＣ）と古河

電工は、国内建設・電販市場において、中長期的に需要縮小と人口減少に伴う新設住宅着工戸数の減少

が見込まれる中、販売・物流効率の向上を目的に、共同販売会社であるＳＦＣＣを設立、営業を開始し

ました。さらには2022年７月１日、販売と製造を一貫して効率的に事業を営み、競争力をより一層高め

るため、昭和電線ＨＤ（現ＳＷＣＣ）の100％子会社である昭和電線ケーブルシステム株式会社（現ＳＷ

ＣＣ）および古河電工の100％子会社である古河電工産業電線株式会社（現古河電工メタルケーブル株

式会社、以下「ＦＥＭＣ」）の関連製造事業をＳＦＣＣに譲渡し統合いたしました。 

 ＳＦＣＣは創業から５年経過し、両社の協力を通じた事業展開により、厳しい事業環境においても設

立および製造事業統合時点で想定した以上の成果を創出することができました。 

 一方で、今後の国内建設・電販市場の事業環境は、より一層厳しさが増してくることが想定される中、

ＳＦＣＣの更なる成長を実現するためには、当社グループの経営リソースを結集し、よりスピーディな

経営判断のもと、継続的な構造改革を通じた競争力の強化を図る必要があると判断し、本日開催の当社

取締役会において、2026年３月31日付で古河電工が保有するＳＦＣＣの全持分を取得することを決定い

たしました。 

 これに伴い、ＳＦＣＣが現在製造販売している製品（ＩＶ、ＣＶ（6.6kV以下）、ＣＶＶ、ＶＶＦ、Ｖ

ＶＲとこれらの環境配慮型電線が含まれます。）ブランド「ＳＷＣＣ・ＦＵＲＵＫＡＷＡ」は、合弁解

消後、「ＳＦＣＣ」へと変更する予定です。 

なお、合弁事業解消後においても、古河電工との良好な関係を継続し、ＦＥＭＣが製造する「らくら

くアルミケーブル」は、引き続きＳＦＣＣが販売してまいります。 
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２．合弁契約解消の内容 

（１） 内容等 

  古河電工が保有するＳＦＣＣの全持分(持分比率 20.0％)を2026年３月31日付けで当社が譲り受け、

合弁契約を解消いたします。これにより、ＳＦＣＣは当社の完全子会社となります。 

 

（２）合弁会社の概要 

（１）名称 ＳＦＣＣ株式会社 

（２）所在地 神奈川県川崎市川崎区日進町1-14 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 森口 至郎 

（４）事業内容 建設・電販市場向け各種電線・ケーブルの製造および販売 

電線・ケーブル付属品、関連資材類の販売 

（５）資本金 16億20百万円 

（６）設立年月日 2019年８月１日 

（７）営業開始日 2020年４月１日 

（８）決算期 ３月 

（９）純資産 70億24百万円 （2025年３月31日時点） 

（10）総資産 254億38百万円（2025年３月31日時点） 

（11）出資比率 ＳＷＣＣ   80.0％ 

古河電工   20.0％ 

  

（３）持分の取得先及び取得価額 

（１）取得先 古河電工 

（２）取得持分比率 20.0％ 

（３）取得価額 未定 

 

３．合弁契約解消の相手先の概要 

（１）名称 古河電気工業株式会社 

（２）所在地 東京都千代田区大手町2丁目6番4号（常盤橋タワー） 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 森平 英也 

（４）事業内容 光ファイバケーブル、電力ケーブル、自動車部品、エレクトロニ

クス製品の開発、製造及び販売 

（５）資本金 693億95百万円 

（６）設立年月日 1896年６月25日 

（７）大株主及び持分比率 古河電工の有価証券報告書等をご参照ください。 

（８）上場会社と当該会社と

の間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 営業上の取引があります。 
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（９）当該会社の直近３年の連結成績及び連結財政状態 

決算期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 

 純資産 329,302百万円 358,245百万円 373,336百万円 

 総資産 933,469百万円 985,007百万円 987,016百万円 

 売上高 1,066,326百万円 1,056,528百万円 1,201,762百万円 

 営業利益 15,441百万円 11,171百万円 47,097百万円 

 経常利益 17,258百万円 10,267百万円 48,571百万円 

 親会社株主に帰属する当期純利益 15,894百万円 6,508百万円 33,366百万円 

 

４．日程 

（１）持分追加取得を決定した取締役会決議日 2025年11月27日 

（２）合弁契約解消に係る覚書の締結日 2026年２月27日（予定） 

（３）合弁契約の解消及び株式譲受実行日 2026年３月31日 

 

５．今後の見通し 

本件による当社の当期連結業績へ与える影響は軽微となります。なお、今後開示すべき事項が生じた

場合には速やかにお知らせいたします。 

以 上 
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